
(参考)Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

出生数 2,080人／年 2,200人／年 1,933人／年 1,848人／年 1,759人／年 人／年 人／年 人／年

委員からの意見
評価と今後の
取組の方向性

(参考)Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

従業員数
（雇用保険被保険者数）

91,653人／年 95,200人／年 92,294人／年 91,191人／年 91,141人／年 人／年 人／年 人／年

委員からの意見
評価と今後の
取組の方向性

(参考)Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

転入超過数
（転入数－転出数）

1人／年 100人／年 87人／年 ▲386人／年 ▲13人／年 人／年 人／年 人／年

委員からの意見
評価と今後の
取組の方向性

(参考)Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

市政アンケート等で
「津市は住みやすい」
と回答した人の割合

81.4％ 90.0％ - - -

委員からの意見
評価と今後の
取組の方向性

　雇用保険被保険者数（従業員数）を増やしていくには企
業誘致が必要だと思う。
　法律上の難しさはあると思うが、規制緩和によってチャ
ンスが生まれた際には、雇用を増やすためにも津インター
チェンジ周辺の開発について検討してもらえると良い。

　令和元年度までは、緩やかな景気回復基調を受けた全国的な雇用の拡大に
よって従業員数は増加傾向にあったが、令和２年度からの新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大による影響や、原油価格・物価高騰等の影響を受けた経
済活動の落ち込みなどに伴う雇用環境の悪化などにより雇用保険被保険者数
が減少し、令和３年度は91,141人（前年度比▲50人、▲0.05％／目標比▲
4,059人）となった。
　今後も引き続き雇用創出を図るための産業振興や創業支援等、持続可能な
地域経済を維持していくための事業承継支援をさらに進めるとともに、新型
コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者等への支援にも取り組む。

　交通弱者対策として、オンデマンド交通の導入について
も検討してもらえると良い。
　津市には高等教育機関の学生が多いので、学生のもつエ
ネルギーをうまく活用できるような企画を考えてもらえる
と良い。

　令和３年度は、転入者数はほぼ前年度並み、転出者数は前年度から減少
し、依然として転出超過ではあるものの転入超過数は▲13人（前年度比373
人、96.6％／目標比▲113人）となった。新型コロナウイルス感染症の影響に
より、令和２年度から引き続き外国人の転入者数が減少し、転出者数が増加
しているが、日本人の純移動者数（転入数－転出数）は令和２年度から改善
した。
　今後も引き続き転入数の増加や転出数の抑制を図るため、魅力ある地元企
業や子育て環境に関する情報を積極的に発信し、認知度を高めることや、企
業と求職のマッチングなど、就職（転職）のタイミングでの転入促進に係る
支援をさらに進める。

実績値

基本目標③　定住・還流・移住などによる新たなひとの流れの創出

　津市への定住や移住、交流といった観点からの、津市への新たなひとの流れの創出を図ります。

数値目標
計画策定時
（Ｈ30年度）

目標値
（Ｒ６年度）

実績値

数値目標
計画策定時
（Ｈ30年度）

目標値
（Ｒ６年度）

　新しい取組も重要だが、地域に以前からある祭りなどを
地域住民が続けていけるよう支援してもらえると良い。

　平成30年度の市政アンケートにおいて、「津市は住みやすい」と回答した
人の割合は第１期総合戦略の目標値（90.0％）を下回ったものの、同戦略策
定時点の平成26年度からは1.3%の増加となった。また、同アンケートにおい
て、津市のイメージとして「自然環境に恵まれている」に次いで「地域での
人間関係が良い」という項目の評価が高くなっていることから、今後も人と
人がつながる地域づくりに向けた施策を着実に推進していく。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの状況に鑑み、令和２年度に実
施予定であった市政アンケートは令和４年度に延期となった。

基本目標④　人と人が繋がった暮らしやすい地域づくり

　地域に暮らす人たちが明るい将来を思い描き、互いに支え合い、笑顔があふれる地域づくりを進めます。

数値目標
計画策定時
（Ｈ30年度）

目標値
（Ｒ６年度）

実績値

　結婚支援イベントを開催しても、すぐに少子化の問題に
歯止めがかかるわけではないと思うが、地道な努力が実を
結ぶと思うので、継続してほしい。
　１人、２人、３人と子どもを産むと税金などの面で負担
が軽減されるというような、子育て家庭の実際の生活状況
を考慮した上での支援策を検討してもらえると良い。

　全国的な傾向と同様に、本市における出生数も婚姻件数の減少や晩婚化等
の影響によって減少傾向となっており、令和３年度の出生数は1,759人（前年
度比▲89人、▲4.8％／目標比▲441人）となった。
　今後も引き続き、結婚したい、子どもを生みたいと思う人たちの希望がか
なうよう、出会い・結婚の支援や妊娠・出産から子育てへと切れ目のない支
援をさらに進める。

基本目標②　産業振興、企業立地等による安定した雇用の創出・拡大

　津市で家庭を持ち、安定した暮らしをしたいという人の希望をかなえるために必要となる雇用の創出・拡大を図ります。

第２期津市まち・ひと・しごと創生総合戦略　基本目標の評価及び今後の取組の方向性

基本目標①　出会い・結婚・出産・子育てしやすい環境づくり

　津市に住み、結婚したい、子どもを産みたい、子どもを育てたいと思う人たちの希望がかなう環境づくりを進めます。

数値目標
計画策定時
（Ｈ30年度）

目標値
（Ｒ６年度）

実績値


